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研究成果の概要（和文）：親以外の他個体による養育行動はアロペアレンティングと呼ばれるが、本研究では、
アロペアレンティング状況が、子の社会性発達および養育者のメンタルヘルスにどのような影響を及ぼすのかに
ついて、神経発達学的な観点から検討した。その結果、アロペアレンティングの多様性は子の実行機能や情動制
御に関与する脳領域の自発性脳活動と関連性があり、また実行機能に関わる脳領域の自発性脳活動はスムーズな
母子間インタラクションの成立にも関与していた。また養育失調により社会的養護下にある児童では、社会的注
意の低下に内因性オキシトシンが関与していること、言語理解に関わる脳領域の皮質厚が小さいことが明らかと
なった。

研究成果の概要（英文）：The parenting behavior by other individuals other than the parents is called
 alloparenting. In this study, we examined how alloparenting status affects the social development 
of the children and the mental health of the caregiver from a neurodevelopmental perspective. The 
results showed that the diversity of alloparenting was related to spontaneous brain activity in 
brain regions involved in executive function and emotional control of children, and that activity in
 the brain region was also involved in smooth mother-child interactions. In addition, children in 
social care due to childhood maltreatment revealed that endogenous oxytocin is involved in the 
reduction of social attention and that the cortical thickness of brain regions involved in language 
comprehension is thinner in children in social care. This study is academically significant in that 
it reveals the effects of the diversity of alloparenting on the social development of the child and 
its neural basis.

研究分野： 発達心理学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
近年、親（養育者）には養育スタイルの変化や多様性が求められているものの、それらの違いが子の発達や母親
のメンタルヘルスにもたらす影響については不明確な点が多く残されてきた。本研究は、養育スタイルの一つと
して、親以外の他個体による養育行動であるアロペアレンティング（alloparenting）に焦点を当て、アロペア
レンティング状況が子の社会性発達やその神経基盤に影響を及ぼしていること、その影響には親のメンタルヘル
スが媒介している可能性も示唆していること、養育失調により社会的養護下にある児ではそれらの影響が大きい
ことを明らかにした点で学術的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
近年、親（養育者）には養育スタイルの変化や多様性が求められているものの、養育スタイル
の違いが子の発達や母親のメンタルヘルスに対して、どのような影響をもたらすのかについて
の科学的エビデンスは乏しい状況である。親以外の他個体による養育行動はアロペアレンティ
ング（alloparenting）と呼ばれるが、主に人類学的な検討に留まっており、発達科学としての定
量的な検討については未だ不十分であった。 
 
２．研究の目的 
本研究では、アロペアレンティング状況が、子の社会性発達および養育者のメンタルヘルスに
どのような影響を及ぼすのかについて、以下に挙げる 3 つの課題から検証する。 
 
(1) 学童期の子どもとその親を対象に、過去のアロペアレンティング状況が、子の社会性発達

および養育者のメンタルヘルスの神経基盤にどのような影響をもたらすのかについて検
討する。具体的には、行動計測、脳・内分泌計測、遺伝子計測を用いて、子の社会性発達
と養育者のメンタルヘルス、母子関係のインタラクションについての評価を行い、過去の
アロペアレンティング状況との関連性について、後方視的に検討する。 
 

(2) 乳幼児期の子どもとその親を対象に、アロペアレンティング状況が、子の社会性発達およ
び養育者のメンタルヘルスにどのような影響をもたらすのかについて検討する。具体的に
は、既に実施している母子コホートデータを用いて、アロペアレンティング多様性の評価
指標を開発し、発達評価や視線計測データとの関連性について検討する。 
 

(3) 養育失調や死別などの理由により社会的養護を受けている子どもを対象に、(1)(2)と同様の
手続きを用いて、アロペアレンティング状況の一形態である社会的養護下にある子の社会
性発達とその神経基盤および養育者のメンタルヘルスの関連性について明らかにする。 

 
本研究では、養育者のアロペアレンティング状況（養育スタイル）の違いが、子の発達や養育
者のメンタルヘルスにもたらす影響について、疫学的調査のみならず、神経生物学的な観点（脳
画像・内分泌・遺伝子）から検討を行う。 
 
３．研究の方法 
(1) 学童期児童とその母親からなるペアを対象に、子の社会性発達、母親のメンタルヘルス、

および母子関係についての評価を行い、それらの神経基盤および過去のアロペアレンティ
ング状況との関連性について、後方視的に検討した。行動計測課題として、母子間でゲー
ム課題従事中の行動を動画収録し、母子間インタラクションの質と量について「かかわり
指標」を用いて定量的に評価した。また、脳の構造的・機能的ネットワークとの関連性を
明らかにするために、各個人の脳構造（灰白質・白質）と安静時機能的磁気共鳴画像（resting 
state functional MRI: rs-fMRI）を計測し、各個人の社会性やストレス耐性を評価するために、
唾液の採取を行い、ホルモン類（オキシトシン、コルチゾールなど）や関連する遺伝子多
型および DNA メチル化を測定した。子のアロペアレンティング状況と母親のメンタルヘ
ルス、および他の心理指標については、質問紙を用いて聞き取り調査により特定した。 
 

(2) 乳幼児と母親それぞれを対象に、子の社会性発達および養育者のメンタルヘルスについて
の評価を行い、それらの神経基盤およびアロペアレンティング状況との関連性について検
討した。対象は、既実施の母子コホート調査に参加している母子であり、さらにこれらの
中から脳画像計測に同意した児童について脳画像を取得した。子の発達状況については
Denver-II 発達検査予備質問票、母親のメンタルヘルスについては SDS 抑うつ尺度により
取得している。また、健診時問診票についてもデータ取得しており、「昼夜の保育状況」
項目から、アロペアレンティング状況について特定した。 

 
(3) 社会的養護を受けている乳幼児～学童期児童を対象に、子の社会性発達についての評価を

行い、アロペアレンティング状況としての社会的養護との関連性を後方視的に検討した。
対象は、養育失調により社会的養護を受けている乳幼児および学童期児童であり、社会性
発達の客観的指標として、乳幼児に対しては視線計測、学童期児童に対しては rs-fMRI を
実施した。また(1)と同様の方法を用いて、社会性やストレス耐性に関与するホルモン類、
および関連遺伝子および DNA メチル化の測定を実施した。聞き取り調査により、社会的
養護の形態（施設・里親）や養護歴、逆境経験のタイプやタイミングなどの情報について
も収集し、養育環境歴が子の社会性発達や愛着形成などに及ぼす影響について、組織的に
検討した。 



 
４．研究成果 
(1) 母子間インタラクションの質に関わる神経基盤について検討を行った。スムーズなインタ

ラクションの成立において視線は重要な役割を果たしており、ヒトは乳幼児期から視線に
対して高い感受性を有していることも知られてきた。また、視線は言語発達において重要
な能力である他人の意図や精神状態を読む際に重要な役割を果たしているも指摘されて
おり、特に視線と視線が合うこと「アイコンタクト」は、親子間で意図を共有し、出来事
による文脈を共有する上で重要な役割を担っている。本研究において、母子間におけるア
イコンタクトに関与する自発的脳活動を同定するために、39 組の母親と子ども（6~11 歳）
を対象に rs-fMRI を用いて母子の脳画像解析を行い、親子でゲーム課題を行っている際の
母子間インタラクションの質を定量的に評価し、その時の母子間のアイコンタクトの頻度
との関係を検討した。その結果、アイコンタクトの成立頻度とポジティブに関連していた
のは、子どもでは右側島皮質（AI）、下頭頂小葉（SPL）、母親では前部帯状皮質（ACC）
であり、またアイコンタクトの成立頻度は、母子相互作用の質ともポジティブに関連して
いた。AI や ACC は自発的脳活動における顕著性ネットワークのコア領域であり、顕著性
ネットワークはその他の自発的脳活動ネットワークの効率的な働きを実現するための「切
り替え」において重要な役割を担っていることが示唆される。AI や ACC が効率的なアイ
コンタクトを成立するための主要な神経基盤であると考えられ、積極的な母子間インタラ
クションを確立する上で重要な役割を果たしていることが示唆された。 
次に子の神経発達とアロペアレンティング状

況との関連性について検討するために、rs-fMRI
を用いて子の共同養育・代理養育歴に着目し、
過去の養育環境が子の脳機能に及ぼす影響につ
いての検討を試みた。実験参加者は母子インタ
ラクション課題時と同様であり、生後 6 歳まで
に子育てに関与した人数を母親から聴取し、そ
の人数をアロペアレント状態の多様性を示す指
標（alloparenting index：API）と定義した。回帰
分析の結果、API スコアは右上頭頂小葉および
眼窩前頭皮質における自発性脳活動の強さと有
意な正の相関を示した（図 1）。これらの結果は、
アロペアレンティングの多様性が 2 つの脳領域
における自発性脳活動に変化をもたらしている
ことを示唆している。上頭頂小葉は実行機能、
眼窩前頭皮質は情動制御に関与する脳領域であ
ることから、アロペアレンティングの多様性が
実行機能や情動制御に関連する機能ネットワー
クの発達に寄与している可能性が示唆された。 

 
(2) 母子コホート調査による疫学的検討を行った。4 時点（4 ヶ月、10 ヶ月、18 ヶ月、36 か月）

の子の社会性発達、母親のメンタルヘルス、アロペアレンティング状況に関する縦断的デ
ータについて、パス解析を用いてアロペアレンティングモデルを構築し、変数間の関連性
について検討を行った結果、以下の 3 点が明らかとなった。まず一点目は、アロペアレン
ティング状況指数は、時点間で有意な関連性が示されたことから、アロペアレンティング
の多様性は家庭ごとにある程度一貫していることが示唆された。二点目は、アロペアレン
ティング状況が子の社会性発達にもたらす効果
についてであるが、アロペアレンティング状況
は時点を跨いで、子の社会性発達指数と有意に
関連することが示され（β = .15, p < .05; β = .13, p 
< .10）、アロペアレンティングの多様性は子の
社会性発達に時間的な遅れを伴って影響するこ
とが示唆された。三点目は、アロペアレンティ
ング状況が母親のメンタルヘルスにもたらす効
果についてであるが、4 ヶ月時点におけるアロ
ペアレンティング状況は、その時点の母親のメ
ンタルヘルスと有意に関連することが示された
（β = -.14, p < .10）。これは 4 ヶ月時点における
アロペアレンティングの多様性は母親のメンタ
ルヘルスの悪さに対して防護因子として機能す
るものの、その機能は時点限定的であることが
示唆された。 
次に同コホート研究に参加経験のある母子の

中から脳画像計測への参加に同意した母子を対

 

図 1. アロペアレンティング指標

（API）と関連した自発的脳活動

領域（上段：上頭頂小葉、下段：

眼窩前頭皮質） 

 

図 2. VBM 結果（高リスク母親群 

> 低リスク母親群） 



象にアロペアレンティング状況と母親のメンタルヘルス状況が子の神経発達に及ぼす影
響について検討を行った。その結果、時点を通じたアロペアレンティング状況と灰白質容
積との有意な関連性は見いだされなかったが、母親のメンタルヘルスとの関連では、高リ
スク母親群の子どもでは低リスク母親群の子どもに比べて、右側上前頭回の灰白質容積が
有意に大きいことが明らかとなった（図 2）。児童期では年齢に伴いシナプス剪定により灰
白質容積が低下していくことが知られており、灰白質容積の大きさはシナプス剪定の未熟
であると捉えられることから、高リスク母親群の子どもにおいては右側上前頭回における
局所的な脳発達が未熟である可能性が示唆された。 

 
(3) 養育者の養育失調により社会的養護下にある乳幼児を対象に、子の社会性発達との関連性

を後方視的に検討した。本研究では、養育失調により社会的養護下にある子の社会的注意
と対人情緒面の発達との関連性について検討する。また、対人関係の形成・維持にとって
重要なホルモンであるオキシトシン（OT）着目し、その関連性についても検討した。社会
的刺激に対する注視パターンを計測するために、視線計測検出装置を用いて、社会的注意
を惹起する動画刺激（人の顔など）呈示時の注視点の分布を計測した。児の内因性 OT 濃
度を測定するために、唾液を採取し、ELISA 法により唾液中 OT 濃度を測定した。子の臨
床心理的側面を評価するために、基本的属性、小児期逆境体験尺度、対人情緒面での困難
さについて養育者に回答をもとめた。その結果、視線計測では、「人の顔」刺激において
養育失調（CM）群ではコントロール（TD）群に比べて有意に目領域への注視率が低く（p 
< .05; 図 3A）。また、唾液中 OT 濃度においても CM 群は TD 群に比べて有意に低かった
目領域への注視率が低いという結果が得られた（p < .05; 図 3B）。最後に、CM 群における
目領域への注視率と唾液中 OT 濃度、対人情緒面での困難との関連性についてパス解析を
行った結果、唾液中 OT 濃度が目領域への注視率を介して、対人情緒面での困難と関連す
るというパスが見いだされた（図 3C）。これは、非定型な養育環境がもたらした内因性 OT
の機能不全が、社会的注意の非定型発達をもたらし、その結果、対人情緒面での困難につ
ながっている可能性を示唆している。 

 また同様に、養育失調により社会的養護下にある学童期児童の脳画像データを対象に、
Freesurfer を用いて健常児との皮質表面積および皮質厚の違いについて同定したところ、左
側上側頭回や右側下前頭回の皮質厚などに有意差があることが明らかとなった（p < .05）。
遺伝子計測による DNA メチル化については、社会的養護という特殊な状況下というサン
プルの希少性を鑑み、プール検体法によるメチル化アレイ測定の妥当性について検証を試
みた。個別検体とプール検体による測定方法の違いについて検討した結果、プール検体法
は個別検体法をよく再現しておりスクリーニングに活用できる可能性が示唆された。メチ
ル化アレイデータによる養育環境の推定モデリングに関しては、本申請課題を基課題とし
た国際共同研究強化（A）へと展開し、機械学習を用いた推定モデリングの開発を行った。
その結果、養育環境の相違を 71.5%の精度でリスク推定することが可能なモデルを構築し
た。これらの成果については現在論文として取りまとめている。 
 

(4) さらに本研究の有効性について傍証するために、養育失調が小児期の神経基盤や内分泌動
態、エピジェネティックスに及ぼす影響についてレビューを行い、このようなバイオマー
カーによる養育環境のリスク推定が医学的・心理社会的介入による有効性のモニタリング
や予防法を確立する上で重要であることについて議論した。 

 
 

 

図 3. 「人の顔」刺激に対する注視率（A）、唾液中オキシトシン濃度（B）、パス

解析結果（C）  
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